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    （注意事項） 

        １．試験開始の合図があるまで，問題冊子の中を見てはいけません。 

        ２．解答は，すべて解答用紙に記入しなさい。 

        ３．問題は，7 ページまであります。 

        ４．問題冊子や解答用紙の印刷不鮮明，ページの落丁・乱丁及び解答用紙の汚れ

等に気付いた場合は，手を挙げて監督者に知らせなさい。 

        ５．試験開始の合図で解答用紙の受験番号の欄に受験番号をはっきりと記入し     

なさい。  

        ６．試験終了の合図で筆記用具をおき，解答用紙を集め終わるまで席に着いてい

なさい。 

        ７．問題冊子は持ち帰ってよろしい。 

 

 



－ 1 － 

１  あとの各問いに答えなさい。

  を計算しなさい。

  を計算しなさい。

  を， について解きなさい。

  を計算しなさい。

  二次方程式 を解きなさい。

  関数 で， の値が から まで増加するとき，変化の割合が である。

このとき，定数 の値を求めなさい。



－ 2 － 

  のとき， の式の値を求めなさい。

 関数 の の変域が ≦ ≦ のとき， の変域が ≦ ≦ となる。

このとき，定数 の値を求めなさい。

 半径 の球の体積を求めなさい。ただし，円周率はπとする。

 

 

 

 

 

 

 次の図で，直線 上に 点 ，  がある のうち， ＝ ， 

∠ ＝ °となる を定規とコンパスを用いて作図しなさい。 

なお，頂点 は直線 上より上側にあるものとし，作図に用いた線は消さず

に残しておきなさい。 

 

●      ●       



－ 3 － 

２  組の生徒 人と 組の生徒の身長

の記録を，右の表のように度数分布表に

まとめた。ただし， 組， 組とも各階

級には少なくとも 人の生徒がいるもの

とする。このとき，あとの各問いに答え

なさい。

身長の記録の度数分布表を作成した過程で， 組の 未満の生徒の

割合は全体の ％ということが分かった。このとき， 組の 以上

未満の度数を求めなさい。

 組の生徒の数が 組の生徒の数より少ないとき 組の生徒の中央値が

含まれる階級の階級値を求めなさい。

 組の生徒の 以上 未満の階級の相対度数と， 組の生徒の

以上 未満の階級の相対度数が等しいとき， 組の生徒の合計

の人数を答えなさい。

身長 組 人 組 人

以上 未満

～

～

～

～

～

計



－ 4 － 

３  つのさいころ ， を同時に投げるとき あとの各問いに答えなさい。

ただし，さいころの目の出方は同様に確からしいものとする。

目の和が となる確率を求めなさい。

目の積がある自然数の 乗となる確率を求めなさい。

つのさいころ ， の出た目をそれぞれ ， とするとき，直線 が

直線 と交わる確率を求めなさい。



－ 5 － 

４  次の左の図のように， ＝ ， ＝ ， ＝ ，

∠ ∠ °の台形 がある。点 は頂点 から出発し，一定

の速度で台形 の辺上を → → → の順に動く。点 が頂点 を出発

してから 秒後の の面積を とする。また，右のグラフは の

面積の様子を表したものである。このとき，あとの各問いに答えなさい。

 

 

 

 

辺 の長さを求めなさい。

≧ のとき， を の式で表しなさい。

 ＝ のとき， の値をすべて求めなさい。

秒

↑
●



－ 6 － 

５  ある学年の 組， 組， 組は，どの組にも 人の生徒が在籍している。

これらの つの組で自由参加のプレゼンテーションコンクールに応募すること

になった。プレゼンテーションコンクールに参加するにあたって，学校からタ

ブレット端末とプレゼンテーションの時間を計るためのストップウォッチをそ

れぞれ 人 台ずつ以下の期間だけ貸し出すことになっている。ただし，貸し

出し期間の途中で返すことはないものとする。

タブレット端末（日）  ストップウォッチ（日）

   組  

   組   

   組     

 ， 組は自由参加で参加しなかった人もいたが， 組は全員が参加したた

め，実際に貸し出された機器の期間は合計で以下のようになった。

  タブレット端末 合計 日間    ストップウォッチ 合計 日間

 このとき，あとの各問いに答えなさい。

組で参加した人数を 人， 組で参加した人数を 人とすると，以下の

ように表すことができます。

 

 (ⅰ )   ，  (ⅱ)   に，それぞれあてはまる適切な数を書き入れなさい。 

 

 

 

組と 組の参加した人数をそれぞれ求めなさい。

参加しなかった人たちにタブレット端末を 組の生徒に 時間， 組の生

徒に 時間だけそれぞれ貸し出したとき，合計の貸し出した時間が 時間で

した。このとき，考えられる正の整数 ， の組をすべて求めなさい。

൝ 
 （ⅰ）  

 （ⅱ）  



－ 7 － 

６  右の図のように， つの平面上に平行四辺形

と，平行四辺形 を点 を中心として時計回り

に °だけ回転移動させた平行四辺形 がある。

また，点 は辺 上にある。このとき，あとの

各問いに答えなさい。

∠ の大きさを求めなさい。

であることを証明しなさい。

点 と点 ，点 と点 を結び， を作ります。 ，

であるとき，平行四辺形 と の面積の比を，最も

簡単な整数の比で表しなさい。

問題は以上です。


